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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、感情を理解するための概念メタファーの構造と写像の仕組を、言語データの
質的解析および量的解析の両方を通して探究するものである。認知メタファー論の理論的枠組および認知詩学の方法論
を援用し、大規模コーパスや英詩などの文学作品、聖書、辞典などから、歴史的文献学の知見を基に収集した用例の分
析を通して、四大元素や動物の概念領域と感情領域の間の構造的な写像関係を明らかにした。研究成果が認められ、研
究代表者は博士（文学）の学位が授与された。また研究分担者は国際英語正教授連盟（IAUPE）の会員に任命され、201
6年に連合王国ロンドン大学で開催される大会で発表を行うことになった。

研究成果の概要（英文）：This collaborated research is an investigation of the structure of conceptual 
metaphors for the emotions, supported by the theoretical framework of the cognitive linguistic researches 
on metaphor and cognitive poetics.
Both ordinary and literary language data retrieved from such large electronic corpora as British National 
Corpus and smaller corpora including literary works, mainly English poetry, and dictionaries, collected 
and classified with philological considerations, demonstrate the systematic correspondences between the 
“source” conceptual domains of NATURAL PHENOMENA and ANIMALS and the “target” conceptual domain of 
EMOTIONS.
During the research period the representative researcher obtained a doctoral degree from Osaka 
University. The joint researcher was appointed as a member of the International Association of University 
Professors of English, and is going to read two papers in the Triennial Conference of IAUPE 2016 held at 
London University.
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、前回の科学研究費補助金
（2007～2010）による研究で、思考を司る概
念メタファーを反映する言語データを、大規
模電子コーパスから網羅的に収集、分析する
ことにより、抽象的概念領域を具体的概念領
域からのメタファー写像により理解する人
間の創造的概念形成のメカニズムの解明を
目指して研究を遂行し、その成果を国内外に
発表した。この研究により、メタファーの言
語データの量的解析に関する方法論を確立
し、本研究目的の達成の足がかりを得た。な
かでも特筆すべきは、国際誌 Metaphor and 
Symbol に掲載された感情メタファーに関す
る研究（2008）である。研究代表者は、２つ
の名詞句が前置詞 of で結びつけられた慣習
的なメタファー表現を大規模コーパス
（BNC）から検索し、分析した結果、過去 20 
年間、英語感情メタファーについて概念メタ
ファー理論の立場から基本的な著作を発表
してきた Kövecses（1990, 2000, etc.）のモデ
ルに代わる、以下のような新説を提示した。
（1）＜感情＞という目標領域と写像関係で
結ばれる主要な根源領域は＜自然現象＞、中
でも＜海＞や＜河川＞のような＜自然界で
流動する大量の水＞である。Kövecses の言う
＜容器内の熱湯＞ではない。（2）コーパスデ
ータからは、＜怒り＞がプロトタイプ的感情
のひとつと見なす Kövecses の見解に対する
反証が得られる。＜自然現象＞に由来するメ
タファー表現を四大元素（地・水・火・風（＝
大気））の概念ごとに分類し、それらの下位
領域の分布の観点から見ると、プロトタイプ
に最も近い感情は＜不安＞と＜安堵＞であ
り、＜欲望＞と＜喜び＞がそれに続く。＜欲
望＞と＜喜び＞は高い類似性をもち、一方＜
欲望＞と＜希望＞は、多くの類義語辞典の分
類と異なり、全く異なる感情である。＜希望
＞＜絶望＞＜怒り＞は、＜水＞に由来する例
の頻度が著しく低いという点で、プロトタイ
プから大きくはずれ、根源領域の分布に関し
て個別の特徴を見せる。 
 上記の分析結果は、従来の認知言語学の枠
組を用いたメタファー研究一般の方法論に
異議を唱える Deignan (2005) Metaphor and 
Corpus Linguistics (John Benjamins) の主張に
触発されて遂行した研究の成果である。認知
的メタファー論者は伝統的に、研究者自身の
内省的言語経験に基づく直観により生み出
したデータを用いて議論するが、研究者が直
観に基づいて作り出した表現例とコーパス
内で頻度の高い表現には食い違いがあると
いう Deignan の議論の妥当性を本研究代表
者は感情メタファー研究において立証し、概
念メタファーに基づいて形成される感情カ
テゴリーの内部構造について、新たな提言を
学界に示すことができた。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、人間の精神、とりわけ感情

を理解するための概念メタファーの構造と
写像の仕組みを、言語データの質的解析およ
び量的解析の両方を通して探究するもので
ある。量的解析は、本研究代表者が数年にわ
たって遂行してきた大規模コーパスからの
収集データの分析を継続し、特にコロケーシ
ョンの仕組みに着目しながら発展させ、質的
解析としては、英詩などの文学作品における
メタファー表現の意味の複合性を「認知詩
学」の見地から分析し、量的解析の裏づけを
行うことにより、日常言語、文学の言語の両
方の成立基盤となるメタファーの認知メカ
ニズムの解明を目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、感情を理解するための概念メ
タファーの構造と写像の仕組を、British 
National Corpus （ BNC ） や Corpus of 
Contemporary American English（COCA）など
の大規模コーパスのデータ、英詩などの文学
作品、辞書などの小規模コーパスに記載され
た慣用表現を研究対象とし、収集用例を分類
し分析した。また、動物メタファー研究の一
環として、19世紀に英国で相次いで出版され
た一連の動物寓意詩を翻訳し、認知メタファ
ー論からの比喩義の分析を実施した。また、
近年学界で注目を集め出した認知詩学の研
究動向を本研究に援用した。 
 
４．研究成果 
 大規模コーパスを用いたメタファー研究
の成果としては、英語感情メタファーの認知
構造に関するコーパスデータの解析に基づ
く考察をまとめた論文が、Peter Lang から刊
行の感情研究をテーマとした学術書
Dynamicity in Emotion Conceptsに掲載された。
本論文は、＜喜び＞＜悲しみ＞＜希望＞＜絶
望＞＜恐怖＞の 5つの個別感情を表す語が自
然現象を指す語と前置詞 of で結びつくタイ
プの慣習的メタファー表現をBNCより収集、
分析し、対義概念関係にある感情概念のペア
の対立が、用いられる根源領域の相違の観点
から特徴づけられること、一般的に対義とは
認識されていない感情ペアの対義関係が根
源領域の相違の観点から特徴づけられるこ
と、一般的に類義語とは見なされていない感
情どうしの類義関係が写像の類似性の観点
から明らかになることを示したものである。 
 また、大阪大学大学院文学研究科に提出し
た博士学位申請論文が審査に合格し、博士
（文学）の学位が授与され、博士論文に基づ
き執筆した研究書 Metaphor of Emotions in 
English: With Special Reference to the Natural 
World and the Animal Kingdom as Their Source 
Domains がひつじ書房より刊行された。本書
では、従来の認知メタファー論者が用いてき
たような内省に基づく作例ではなく、大規模
電子コーパスから抽出された高頻度の例や、
英詩などの文学作品、辞書などの小規模コー
パスにおける慣用表現を分析する方が、本来



の認知メタファー理論の理念に合致すると
いう観点から、広く日常言語、文学の言語を
研究対象とし、従来にない認知モデルを提唱
した。本書にも収められた、Milton, Paradise 
Lost の叙事詩的比喩における堕天使 Lucifer 
の変容をメタファー構造の観点から説明し
た研究は大きな反響を呼び、学位論文審査員
の高い評価を得た。同テーマで学会の招待発
表依頼も受けた。また 2013 年には日本英文
学会の編集委員（英語学部門）に選出された。 
 加えて、本研究課題の研究方法に多大な示
唆を与えた Hans Lindquist著のコーパス言語
学の学術書を、研究分担者を中心とする 4名
のメンバーで輪読・翻訳し、大修館書店より
『英語コーパスを活用した言語研究』と題す
る翻訳書を刊行した。 
 文学作品テクストの質的分析としては、動
物メタファー研究の一環として、19世紀に英
国で出版の動物寓意詩を翻訳し、認知メタフ
ァー論からの比喩義の分析を実施した。この
一連の動物寓意詩は、これまであまり注目さ
れることがなかったが、動物メタファーの意
味を探究する上で示唆に富む豊かな寓意を
包含したきわめて重要なテクストである。こ
れらの詩に見られる動物界の各種グループ
内の比喩義の関係を考察し、擬人化と寓意の
メタファーの分析結果を大阪大学大学院言
語文化研究科が発行する共同研究プロジェ
クト報告書に発表した。 
 また、近年学界で注目を集め出した認知詩
学の研究を進め、阪大英文学会第 46 回大会
におけるシンポジアム「英語のデザインを読
む」では講師として招聘され、本研究課題で
確立した方法論を援用したシェイクスピア
のメタファーに関する認知文体論研究の成
果を発表し、この口頭発表原稿を改訂した和
文論文を発表した。研究代表者は大阪大学言
語文化研究科で言語文化レトリック研究会
を主催しているが、ここでの発表内容を「認
知詩学とスキーマ」と題する論文にまとめた。
朝倉書店から 2017 年に刊行される『認知言
語学大事典』の「認知詩学」の項目の執筆を
依頼され、原稿を提出した。 
 研究分担者の古英詩 Beowulfの身体部位名
メタファー研究については、2012年に国際学
会 SHELL 2012において英語で発表後、2013
年に改訂英文論文を Peter Lang社から出版さ
れた英語史研究論文集に掲載した。この発表
内容が認められて国際英語正教授連盟
（IAUPE）の会員に推薦され、2014年より会
員、2016 年 7 月の連合王国 King’s College, 
University of Londonでの大会で発表を行うこ
とになった。大会に先行する中世英語シンポ
ジウムにおいても Beowulfのメタファーにつ
いて発表予定である。また Beowulf研究の成
果が認められて、日本中世英語英文学会の評
議員に 2016年に再選された。 
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